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１．はじめに

東日本大震災における数多くのため池被害、福島県におけるため池決壊及び８名の死

者・行方不明者の発生等により、ため池減災のためのハザードマップ作成等ソフト対策が

急務とされている。各都道府県で整備されている水土里情報等データベース等を活用して

簡易氾濫解析及びハザードマップ作成を行うことによりの詳細解析に比して大幅な低コ

スト化が可能になるが、現在の簡易氾濫解析システムでは詳細地形、破堤条件等が考慮さ

れていないために実情に即した精度の良い氾濫解析ができず、ソフト対策の遅れが指摘さ

れている。そこで、従来の簡易氾濫解析手法の改善行い、その概要を示すとともに、典型

的なため池の事例で改善効果を示す。

２．解析の手法及び対象

簡易氾濫解析手法 1)は、ため池データベース・基盤

地図情報（国土地理院による）等のデータベースを利

用して浅水方程式を差分法によって数値的に解く手法

であり、以下について改善を行った。 

(1)10m メッシュ数値標高モデル

（ 以 後 、 10mDEM と 略 す ） か ら

5mDEM への移行、(2)任意の決壊地

点の指定、(3)任意の粗度係数（ただ

し全領域一律）指定、(4)任意表形式

でのハイドログラフ指定

解析対象は以下の３つのタイプの典型的なため池とした。

(a)皿池、(b)下流平野部が狭小な谷池（以後、谷池と略す）、(c)下流部に中規模以上の平

野を有する谷池（以後、谷池・皿池混合型と略す）

３．解析結果

３．１ 5mDEM への改善効果：10mDEM から 5mDEM への移行により地形データの精

度は大きく改善され、タイプ c（谷池・皿池混合型）の山間地から平野部に遷移する地形

変換点でメッシュ細分化、標高データ改善による効果が大きく表れている。10mDEM を用

いた場合に生じる非現実的な越流や流水の滞留は 5MDEM の使用により多くの場合に改善

されると考える。タイプ b（谷池）では、３．２～３．４も含め、狭小な平野部で多少の

改善効果が見られるが、全体としては大きな改善は見られなかった。
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図１  5mDEM 使用による改善効果  

（谷池・皿池混合型、最大水深）
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３．２ 決壊地点指定の改善効果：決壊地点指

定の改善効果はタイプ a（皿池）で著しかった

（図２）。旧来の手法では、ため池データベース上

に記載された満水面積と等価の正方領域内の最小

標高地点に固定点を設置して決壊点としてきた。

微地形によって規定される複数の集水経路が伏在

する場合等には解析が困難だったが、5mDEM と

任意決壊点指定の組合せにより、これらをある

程度考慮した解析が可能になったと考える

３．３ 粗度係数の指定効果：国土地理院

2 万 5 千分の一地形図の地目を基本データと

し、Google Earth の衛星写真を参考として、対

象としたため池周辺の地目ポリゴンデータを、

地目から粗度係数を推定して粗度係数の 5m メ

ッシュデータを作成して簡易氾濫解析を行った。皿池では

地目に対応したメッシュ粗度係数を与えることにより決壊

流の到達時刻（図３）及び最大水位に変化が見られるので、

浸水範囲での粗度を反映した係数を入力する必要がある。

３．４ ハイドログラフの指定による結果の差異：ハイ

ドログラフ（図４）指定により、従来法（堤体は瞬時に決

壊し、Costa 式で推定される最大流量が決壊時に出現し、

以降指数減衰型流出）との差異が表れたタイプ c（谷池・

皿池混合型）の結果を図４に示す。ハイドログラフの考慮による効果は複雑である。用い

たハイドログラフは二等辺三角形型であり、ピーク流量の発現は瞬時決壊を仮定するより

も遅くなるとともに、タイプ c（谷池・皿池の混合型）では、下流部で浸水域・湛水時間

が一部拡大している。

 ３．５ まとめ：粗度係数及びハイドログラフの指定等

については、今後、事例との対照により適切な使用法を検討

する必要があるが、基本的にはここで示した改善により簡易

氾濫解析結果の現状への対応能力は向上したと考えられる。

得られた簡易氾濫解析結果は一般的な GIS ソフトウェアにイ

ンポート可能な形式（ .shp）で出力可能 2)であり、GIS 上での

ハザードマップ作成に活用できるが、解析結果を盲信せず現

地に即応して修正し、地域住民に受け入れられる防災計画を

立案すべきである。最後に、ここで示した検討は農林水産技

術会議平成 24 年実用技術開発事業の一環として行った。関係

者各位に深く感謝の意を表する。
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図２  決壊地点の指定による改善効果
（皿池、最大水深）

図４  使用したハイドログラフ
（谷池・皿池混合型）

図３  メッシュ別粗度係数の考慮に
よる改善効果（皿池、到達時間）

図５  ハイド
ロ グ ラ フ の
効果
（谷池・皿池
混合型、浸水
時間）
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